
　消火法の規定では、一定規模の建物の管理権限者は、
消火管理者を定め、消火計画を作成し、年2回以上の消
火・避難訓練の実施が義務づけられています。浜田医療
センターでは、火災発生時に、適切で迅速な避難誘導が
実施できるよう、また、職員の防災意識の向上を図るこ
とを目的に令和元年12月16日（月）に防火避難訓練を
開催しました。
　今回の訓練は、5階北病棟で「昼間想定」での訓練で
した。当病棟は、脳血管疾患後遺症の麻痺のため一人で
の行動が困難であったり、手術等で長期安静に伴う身体
機能の低下のある患者が入院される回復期リハビリテー
ション病棟です。今回、出火場所となったランドリー室
は、スタッフステーションのすぐ横であり、ランドリー室
より奥に病室があります。独歩3名、車いす3名、担送4
名の合計10名の模擬患者を設定し、安全に避難するた
めにはどうするかを副看護師長や病棟スタッフと話しあ
いました。
　当日13時30分に火災報知器が鳴り、訓練開始となり
ました。火元を確認し、病棟スタッフや駆け付けた初期消
火班が消火器や消火栓を用いて初期消火を行いました。
病棟からの通報・報告により立ち上がった対策本部の指
示で駆け付けた、避難誘導班とともに独歩・車いす・担送

の模擬患者の順に避難誘導を行いました。また、当日は
浜田消防署の方が、指導・講評に来られました。避難誘
導の際、消防署の方が模擬患者役に「早くしてください」
と声をだすように促されていました。後の講評で、実際の
火災では患者がパニックになり声を出したりして現場は
混乱すると言われ、「訓練のための訓練になってはいけな
い」と指導を受けたことが、とても印象に残りました。
　今回の防火避難訓練を通して、

①患者を安全に避難させるためには、日頃から避難経
路や消火栓の位置を確認し、把握することが必要で
ある。
②実際の災害の時は、現場は応援スタッフも患者も混乱
する。そのため、リーダーのみだけが声を出すのでは
なく声をかけあい、情報共有をすること。また、患者
への声かけを行いながら、患者状態の把握や安心して
いただく対応をすることが必要である。

等、多くのことを学ぶ機会になりました。
　災害が多くなっている昨今、今回の防火避難訓練を通
して、災害発生時にどのように行動すればいいかを考え
るよい機会となりました。
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■放射線治療とは
　放射線治療とは、レントゲン写真やCTで使う放射線
＝X線をがんの部分に照射し、細胞内のDNAに損傷を
与え細胞分裂を阻害することで、がん細胞を死滅させる
治療法です。

　放射線が当たった部分は、がん細胞、正常細胞ともに
損傷を受けます。しかし、正常細胞は放射線による損傷
から回復する能力があるため、がん細胞が死滅しても、
周囲の正常細胞は生き残ることができます。この放射
線に対する強さの違いを利用して、放射線治療は行わ
れます。

■がん治療における放射線治療
　現在日本では、２人に１人は一生のうちに何らかのが
んになるといわれており、珍しい病気ではなくなりまし
た。がんは早期発見により治る病気であり、また延命効
果がある治療法が増えたことで、「不治の病」から「長く
付き合う病気」となりました。その治療は「手術療法」、
「薬物療法」、「放射線療法」の３つの治療が行われてい
ます。例えば前立腺がんでは、放射線治療は手術となら
んで有効な根治療法となっていますが、放射線治療を選
択した場合、当センターでは３６回の照射を行い、根治を
目指します。

■安心・安全な放射線治療のために
　放射線は目に見えませんし、体に当たっても何も感じ

ません。初回の治療後に、「もう終わったの？」と言われ
る患者さんも少なくありません。放射線治療では特に放
射線の量が厳しく定められており、ガイドラインではX
線出力は±２％以内であるよう求められています。当セ
ンターでもそれに則って、毎朝放射線の出力を測定し、
線量確認してから治療を行っています。

■放射線治療専門放射線技師について
　現在、放射線治療専門放射線技師は全国で1993名、
内島根県で１１名の登録があります。この資格は診療放
射線技師国家資格所持者のうち、放射線治療に高い専
門性（放射線治療の実務経験５年）を持つ診療放射線技
師に対し試験が行われ、認定資格を得ることができま
す。私はH26年に放射線治療専門放射線技師を取得し、
昨年更新を終えました。

　当センターの放射線治療では、治療の中心を可視化し
たレーザーに、体表に書かれた目印を合わせ、照射ボタ
ンを押し、放射線が１～２分照射され、１日の治療が完遂
するまで合わせて１０分程です。当センターは一日の患
者さんの人数が約１５名ほどですので、放射線治療部門
はCTやMRIに比べ落ち着いているように見えます。し
かし、前記のように放射線出力の品質担保をおこなった
り、レーザーが照射野の中心とあっているかなど、品質
管理項目が数多くあります。放射線が体に当たるまでに
時間をかけ安心安全な医療を提供するのが放射線治療
専門放射線技師の仕事の一部となっています。
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